
患者様に安全な
医療を提供するために！
～ 医療事故とは ～

病院の中では、さまざまな要因が絡みあって、
さまざまな事故が発生する可能性があります。
それが治療・看護・介護・検査が元となって患
者様に不利益を与えたのであれば、それは「医
療事故」として判断されることがあります。

～人は、誰でも間違える～
当院スタッフも日々研鑽を重ね技術向上に努
めていますが、完全無欠というわけにはいきま
せん。やはり、どうしても“思い違い”を起こ
す場合があります。そのような“うっかりミ
ス”を防ぐために、あるいは“ミス”を「医療
事故」につなげないために、常に安全が確保さ
れるようなシステムが必要となってきます。

～ 医療安全管理委員会の取り組み ～
当院では、このような医療事故の発生防止や
発生時の対応方法を明確にし、患者様に適切か
つ安全な医療を提供することを目的として、平
成16年度に医療安全管理委員会を設置しまし
た。
平成24年度には、新たに医療安全管理室を設
けて、医療安全管理者を配置しました。
毎週開催するカンファレンスや毎月開催する
安全管理委員会では、年間300件を超える“ヒ
ヤッとした！”“はっとした！”という医療ス
タッフからの報告事例を集計・分析しながら、
検証・対策・改善というサイクルの中で、「絶対、

医療事故は起こさせない！」ための監視と管理
を続けています。

～ 相談窓口の設置 ～
また、最近では、患者様やご家族の方からの
言葉にこそ、医療の安全な提供に繋がる道があ
ると考え、「不明・不安・不満」を解消するた
めに相談窓口で話を伺っています。直近３カ月
では、41件の相談をお受けしました。
また、医療福祉連携室でも、医療ソーシャル
ワーカーが社会福祉制度、経済的な問題、他の
医療機関の紹介等、相談業務の援助を行ってい
ますので、お気軽にご相談ください。

医療安全管理委員会および
医療安全管理室のスタッフ
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ま
って
、三
段
の
帯
状
平
地
に
な
り
ま
す
。

近
隣
の
城
跡

　
和
仁
川
が
菊
池
川
に
合
流
す
る
地
点
近
く

に
年
ノ
神
城
跡
が
あ
り
ま
す
。和
仁
川
の
左
岸

近
く
に
位
置
す
る
独
立
し
た
小
丘
陵
で
す
。隅

丸
方
形
に
近
く
、標
高
29ｍ
、上
面
域
は
、南
北

の
長
さ
１
５
０ｍ・東
西
１
３
０ｍ
の
規
模
が
あ
り

ま
す
。「
城
ン
原
」の
小
名
が
残
り
、城
歴
は
不

明
で
す
。

　
菊
池
川
と
の
合
流
点
か
ら
は
、３
５
０ｍ
奥
ま

り
、菰
田
船
継
所
跡
と
は
、約
５
０
０ｍ
離
れ
て
い

ま
す
。江
栗
城
跡
と
は
約
７
０
０ｍ
あ
り
ま
す
。

　
先
月
号
で
は
、菊
池
川
の
水
運
に
関
連
す
る

城
跡
に
つい
て
、江
栗
城
跡
と
焼
米
城
跡
を
取
り

上
げ
ま
し
た
が
、年
ノ
神
城
跡
も
加
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。こ
の
城
跡
は
、早
急
に
、現
地
を

訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
村
川
の
こ
と

　
菰
田
船
継
所
跡
の
北
東
側
で
、岩
村
川
が
菊

池
川
と
合
流
し
て
い
ま
す
。中
流
域
の
左
岸
に

は
、前
城
跡
と
岩
村
城
跡
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

菰
田
に
は
、こ
の
よ
う
に
二
本
の
川
が
合
流
し
て

お
り
、船
継
所
に
相
応
し
い
場
所
で
あ
る
事
が
分

か
り
ま
す
。

月
９
日
の
昼
か
ら
、台
風
18
号
の
影

響
で
、城
跡
に
強
風
が
吹
き
ま
し

た
。「
今
日
は
涼
し
い
ね
」と
喜
ん
で
い
た
ら
、翌

日
、こ
の
台
風
が
、記
録
的
な
豪
雨
を
関
東
地
方

に
も
た
ら
し
、茨
城
県
常
総
市
で
大
洪
水
を
引

き
起
こ
し
ま
し
た
。改
め
て
、自
然
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

「
城
尾
」地
区
の
調
査

　
城
跡
の
中
心
部
で
す
。北
端
に
地
形
の
大
き

な
括
れ
部
が
あ
り
、城
時
代
は
、こ
こ
に
堀
切
が

造
営
さ
れ
て
い
ま
し
た（
後
世
に
埋
め
立
て
ら
れ

ま
し
た
）。城
尾
は
、こ
こ
か
ら
南
下
の
菊
池
川
に

向
か
っ
て
、東
西
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。規

模
は
、長
軸（
北
東
側
〜
南
西
側
）２
４
７ｍ
、短

軸
は
最
大
で（
北
西
側
〜
南
東
側
）96ｍ
も
あ
り

ま
す
。造
成
地
は
、15
区
画
を
数
え
ま
す
。大

方
、長
方
形
状
の
平
地
で
、③・⑪・⑫
は
、真
っ
平

ら
で
す
。③
は
長
軸
67ｍ
、短
軸
33
〜
17ｍ
の
大
き

さ
が
あ
り
ま
す
。

　
各
段
の
段
差
は
、⑤
―
⑩
が
最
大
で
２・６ｍ
、一

方
、①
―
②
、⑨
―
⑪
は
、０・５
〜
０・４ｍ
に
留

ま
り
ま
す
。こ
の
２
個
所
を
除
く
と
、段
差
の
上

り
お
り
は
、結
構
、大
変
で
す
。城
跡
地
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
。

　
城
尾
の
長
軸
部
分
は
、⑨
か
ら
下
位
が
す
ぼ

９

25

　
　 

わ
　
に

　  

と
し 

の 

か
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

し
ょ
う
き
ゅ
う
り
ょ
う

　
　
　
　
　
　 

じ
ょ
う
ん
は
る
　
　
　
こ
　
な

　
　
　
こ
も 

だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

や
い
ご
め

　
　  

ま
え
　
　
　
　
　  

い
わ
む
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

い
ば
ら
ぎ     

じ
ょ
う
そ
う

　
　
く
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り
き
り

江栗城跡・年ノ神城跡　周辺図江栗城跡・年ノ神城跡　周辺図

写真２　⑫ー⑬間の段差写真２　⑫ー⑬間の段差 写真１　Ⅲ郭－⑫写真１　Ⅲ郭－⑫

区画間の段差区画間の段差

区画間の規模区画間の規模

江栗城跡Ⅲ郭江栗城跡Ⅲ郭

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と

12～833①
24～1576②
18100③
2541④

18.5～1079⑤
1750⑥
7～253⑦
ーー⑧

33～1767⑨
17～1194⑩
1443⑪
3543⑫

15～1035⑬
533⑭
9～527⑮

短軸（ｍ）長軸（ｍ）区画
0.52
1.36
1.88
2.61
1.73
0.83
1.41
1.80
0.37
0.93
1.33
1.78
1.02

（ｍ）
①ー②
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段差

大 
田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

江
栗
城
跡

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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城尾


